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様式第 1号 

会 議 録 

 

会議の名称 令和元年度 第１回 所沢市総合教育会議 

開催日時 
令和元年１１月１９日（火） 

午後３時１５分から午後４時００分まで 

開催場所 所沢市教育センター 大研修室 

出席者の氏名 

所沢市長 藤本 正人 

教育長 内藤 隆行 

教育長職務代理者 大岩 幹夫 

教育委員 吉本 理、教育委員 中川 奈緒美 

教育委員 寺本 彰、教育委員 清水 国明 

 

欠席者の氏名 
 

説明者の職・氏名 
 

 

議題 

 

（１）新しい任期における教育行政への思いについて 

（２）その他 

会議資料 

 

・資料「「善きふるさと 所沢」を未来の子どもたちに（抜粋）」 

 

担当部課名 

 

 

経営企画部：平田部長 

企画総務課：内野参事、山屋主幹 

教育総務部：師岡部長、千葉次長 

教育総務課：安田課長、武政主査 

学校教育部：出居部長、戸村次長 

 

 

経営企画部企画総務課   電話 ０４（２９９８）９０４６ 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長である藤本市長の進行により議事が進められた。 

 

（１） 新しい任期における教育行政への思いについて 

配布した資料については、選挙公報にはスペース的にここまで

詳しく載せられなかったので、私のブログなどでオープンにして

いる内容となります。 

私は教員出身なので、学校の統廃合はしません。児童・生徒数

が減少して、空き教室ができたとしても、２校を１校にするとい

うことではなく、空いた教室を利用して、幅広い年代の人が共有

できる、地域の役に立つような施設を入れないといけないと思っ

ています。 

小中学校のトイレについては、児童・生徒だけでなく、地域住

民やお年寄りも使う機会のある体育館のトイレについても洋式

化を進めたいと考えています。 

内装の木質化については、森林環境税を財源に基金を設立する

のですが、森林資源を利用するために使うこともできるので、基

金としてお金がたまった際には積極的に進めます。 

「人的支援を進め、一方で質の向上を」については、様々な方

法が考えられると思いますので、教育委員の皆様にもアイデアを

いただきながら、教育の質の向上を進めていきたいと考えていま

す。 

週５日制だと、授業以外で先生が子供たちと共有する時間を持

つことは難しいと考えています。行事の時間をつぶさなければな

らなくなっていることや、担任でクラスを持つと、１日２時間く

らいは空き時間がないと、ノートの返事を書いたりなど、子供た

ちのことをしてあげられないと思っています。 

学力向上支援講師を活用していますが、さらに隔週土曜日に授

業をすることでゆとりが生まれるのではないかと考えています。 

通年で隔週土曜日に授業をするということでなくても、支障の

ない時期だけ実施するという考え方もあると思います。 

教員ＯＢや市民の手を借り、基礎学力の徹底を図るということ

については、学校の授業では、ひとりひとりの子供の学習ペース

に合わせるということがどうしても難しいので、時間数が決まっ

ているのなら、多くの大人で教えてあげたいと、そういうことを

システムとして取り入れたいということをずっとやりたいと思

ってきたものです。 

給食に地元農産物を、ということについては、すでにやってく

れている農家がいます。必要な食材を集めることが大変というこ

とがあるので、地元農産物を集めるというところから支援の充実

を図りたいと考えています。 
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清水委員 

 

 

 

 

 

 

中川委員 

 

 

 

 

 

小中高一貫の私立高の誘致も進めていきます。 

所沢市の子どもたちをオリンピック・パラリンピック応援に招

待というのは、一生に一回の機会になるかもしれないので、招待

してあげたいということです。県から提示されている種目の中

で、ゴルフは除いて申し込みをしているので、どのくらい認めて

もらえるかというところです。 

資料に載せている以外にも考えていることがあります。 

ひとつは放課後児童クラブのことで、小学校に上がる前の所沢

の子どもたちは、半分くらいが幼稚園に通い、残りの半分は保育

園に通っています。保育園に通っている子どもたちは、そのまま

の人数が、小学校に上がると放課後の居場所が必要になります。 

これまでは、小学校１年生から３年生までの居場所を確保し、

４年生以上は自宅で留守番ができるでしょうという考え方でし

たが、国の方針もあり、６年生までの居場所を確保する方針とな

っています。放課後の居場所として、民間の建物などにその場所

を確保してきましたが、それでも足りないので、学校の中にその

場所を得られるように検討を進めたいと考えています。 

もうひとつは、運動場の関係です。 

昔の子どもたちは、公園だけでなく、広場や近くの林などで遊

ぶことができました。 

今は、管理者がいて、入れる人が限られていて、利用上の細か

いルールが定められている、「施設」に囲まれています。今、誰

でも入れる公共（パブリック）の広場をつくるならば、それは学

校の校庭ではないかと思います。 

安全の確保と門戸を開くことの両立は難しく、どちらを選ぶか

ということなのかもしれません。もちろん、危険があっては困り

ますが、地域の皆さんも含め、子どもたちがいつでも来られる公

共の場所を取り戻したいと考えています。 

 

私は、一人の先生が３学年を同時に教えるような、福井の分校

育ちです。経済的な合理性を考えると、子どもの少ない学校は統

廃合という方向性になるのでしょうが、当時、学校を残してくれ

た、ということは今になってとても感謝しています。 

統廃合でなく、学校を残すということは、大人になってから感

謝したくなることなのだと思います。 

 

文部科学省主催の学校の統廃合をテーマにした勉強会に行っ

てきました。学校を残すことも、統廃合して減らすことも、どち

らもメリットデメリットがあるという話でした。 

学校は、そこに勤める先生にとっても母校であり、統廃合をし

て規模を保ち、ベテランの先生も新任の先生もいる環境だと、新

任の先生にとっては良い環境です。 
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吉本委員 

 

 

 

 

 

寺本委員 

 

 

 

 

 

中川委員 

 

 

教育長 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

学校を残して１校あたりの教員数が少ない状態となるなら、学

校間の先生同士の交流を支援するなど、新任の先生が不安になら

ないようなことを考える必要もあると思います。 

 

教員の人事交流についてですが、さいたま市と交流するという

のがあると思いますが、実際にはやっていません。 

教育委員会だけで交流をするというのはなかなか難しいので、

市長部局の人事交流も含めて検討していただけたら良いと思い

ます。 

 

学校を統廃合しないことや、隔週土曜日の開校の話などについ

て、検討の最初の段階から学校長にも加わってもらい、メリット

デメリットについて考えてもらうことが必要だと思います。 

総合教育会議のような形に校長が入って検討するということ

もあるかもしれません。 

 

最初から校長も巻き込めれば、学校サイドとしても当事者意識

を持ってもらえるので良いと思います。 

 

総合教育会議については、メンバーや議題について法律で規定

があるので難しいかもしれませんが、どういった形で検討をして

いくのか。教育委員会だけでなく市長部局も含めて調整していく

ことが必要だと考えます。 

 

どのような形で進めていけるのか、市長部局と教育委員会で調

整していくことが必要と考えます。 

 

他に何かありますか。 

 

次回以降の会議の開催についてですが、未定となっています。

協議のテーマを含めて今後また調整をさせていただきますので、

よろしくお願いします。 

 

これで本日の会議を終了とします。 

 

 

 

                        以上 

 

 

 


